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えかき

ここに、さまざまな体験の事実と感想をまとめた 「記録 集」 を発行することになり

ました。恩師や友を失い、家を失い、あるいは九死に一生を得るなど、想像をこえる

つらい体験を強いられました。神戸市北区鈴蘭台にある私たちの大学 は、神戸 とその

周辺の鉄道 ・バスを利用して通学する学生がほとんどであり 、そのため、1995年の 6

月下旬まで交通アクセスの面で大きな影響を受 けました。

この記録は、そうした歴史に残る体験を後世に残しておきたいという気持ちと、再

びこのような災難が訪れたなら、私たちはどう行動すればよいのかという問いかけを

形にしようということで、95年の夏か ら編集の企画が始まりました。 学生の寄稿を呼

びかけるためにニュースビラ 『オリオン』を、 10月27日から96年 1月16日まで11号発

行しました。そのかいあって、 12名の学生から手記が寄せられま した。

神戸を大地震が襲うという 、信 じられないことが現実 に起こり 、その後すでに学者

によ って指摘されていた活断囲の存在がひときわ注目を集めることになり、 また都市

開発のあり方や 日常の備えのずさんさについても論議がなされました。 一年以卜.が経

過しても、 まだ深くその傷を心に刻んでいる人も多いと思われます。 しかし、 「非常

時の備え」 については、 裳災か ら日 がたつにつれ私たちの関心がややうす らいでいる

ようにも思われます。 この冊子 のなかで、三東 哲夫先生の意見がありますが、 「京都

付近 の大地震 によって神戸が震度 6程度に揺れること」と、今なおそれが 「差 し迫 っ

た不安さで現存 していること」 というご指摘。また、 三東 先生が15年前に「神戸市が

強震 を受ける可能性・:」 について再三警告 を出したにも拘わらず、 その後神戸市が都I|i

開発を俊先させてきたということも、政治の在 り方と地痕 との関係ということで、今

回の衷災の教訓の一つとして銘記 しておきたいと思います。

記憶にとどめるぺき点を見落としているのではないかと恐れますが、 これをき っか

けにして、貴重な体験をさらに語り あい今後の対策や衷災の総合的な把握のための議

論を展開してくださることを希望 します。

1996年 3月 7日

神戸親和女子人学 震災の記録編集委員会
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1.神戸親和女子大学兵庫県南部地震に伴う復18工事

工 事 - 覧 表
棟 No. 項 目 着工年月日 完工年月日 工事費（円）

1 内 ・外部壁面クラック補強 1995.1.28 1995.3.25 

2 2~4階床クラック補強 3. 1 3.29 
1 

3 内 ・ 外部EXP金物撤去•新設 3.15 3.30 

4 硝子割替 1.28 3.15 
号

5 鋼製建具調整（一部撤去新設） 3. 3 3.10 I 

館 6 1階女子便所壁補修（設備共） 3.15 3.28 

7 蒸気配管補修 1.26 3.16 

8 給排水管補修 1.26 3.16 43,007,148 

1 渡り廊下補強 3.10 3.29 
2 

2 EXP金物撤去 • 新設 3.15 3.30 
方ロ

硝子割替 1.28 3.15 
館

3 

4 土間タイルクラック補修 3.15 3.25 4,099,400 

3 
号 1 ELV ビーム撤去 • 新設 2. 1 2.22 
館 113,000 

体 1 内・外部クラ ック補強 2.20 3.24 

育 2 硝子割替 1.28 3.15 
館 3 フロアバレーボール支柱補修 2.16 3. 7 6,052,447 

醤 1 内部クラック補強 3.20 3.25 
館 925,865 

1 3階ホール天井復旧 2.13 3.17 
=子・ 2 上記に伴う設備復旧 2.13 3.17 
生

3 2階食堂照明アルミルーバー復旧 3.6 3.10 会

館 4 2階厨房内壁タイル復旧 3.10 3.26 

5 外壁クラック補強タイル復旧 1.28 3.25 9,100,000 

｀ 
1 CB塀補強 3.10 3.28 

2 FRP浴槽割れ補強 3.10 3.28 985,000 

小計 64,282,860

税 1,928,485 

合計 66,211,345



2. 被災学生に対する特別経済支援について

前期特別経済支援

新 入生 （含編入学） 在 邑子 生

前期授業料全額免除 前期授業料全額免除

280,000円X53人＝14,840,000円 435,000円 X 21人 ＝ 9,135,000円
.........................................................ー・＊●ー．．．．．＊・・・・・・-・ー・・ 言● ．．．．．． ．． ．・・..疇•.. .. .. ................ ...... ... ..... . .............. . .. ···••-

諸翡用 4分割初回免除
前期学費半額免除（授業料全免と同時適用）

115,000円X 3人 ＝ 345,000円 217,500円 X114人 ＝24,795.000円

新入生合計金額 15,185,000円 在学生合計金額 33,930,000円

前期合計人数 188人 前期合計金額 49,115,000円

後期特別経済支援

新入 生 （含編入学） 在 A子4~ 生

後期授業料全額免除 後期授業料全額免除

280,000円 X 2人 ＝ 560,000円 275,000円X 12人 ＝ 3,300,000円

・・・・・・----・・-・---・・--・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-----・・・・・・-・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・●．．．．．．．．．．ーー・・• ・ • --・ •ー ・・---雫．．．．．....

後期授業料半額免除 後期授業料半額免除

140,000円 X l人 ＝ 140,000円 137,500円 X 10人 ＝ 1,375,000円

新入生合計金額 700,000円 在学生合計金額 4,675,000円

後期合計人数 25人 後期合計金額 5,375,000円

前期・後期特別経済支援総合計金額

前期合計金額 49,115,000円 l
後期合計金額 5,375,000円 54,490,000円

前期・後期特別経済支援総人数

前期188人＋後期25人 ＝213人 （のぺ人数）※実数＝］92人



被害写真
LI•: 、.9'• 
•'I ・

I 1 
'.・., ! 

.. 
I 

ヽ
l .. ＇ 

I. 11 ,, ・. 

補修前 補修後

1号館2階ろうか柱かぺ

補修前 補修後

1号館4階 EXPジョイント部



英文学科合同研究室 国文学科合同研究室

補修前 補修後

2号館玄関

`0• 
2号館渡りろうか出入口 2号館 3階 232号教室



補修中 補修後

・¥ 体育館クラック補修工事

補修前 補修後

学生会館記念講堂天井
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学生会館記念講堂フロア
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家屋の倒壊

倒壊家屋の残がい

被災地の復旧作業
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